
 

 

 

 

 

 ４月に、第３学年を対象とした全国学力学習状況調
査が実施されました。その結果を分析し、本校の課題
を整理した上で、今後の取組をまとめましたので、お
知らせいたします。 

全国学力学習状況調査は、平成１９年度から文部科
学省が実施している調査で、基礎知識を問う A問題と
知識の活用力を問う B問題からなっています。 

 

１ 教科に関する調査結果 
 
 

 【国語Ａ】全国平均を下回っている。 
 
【国語Ｂ】全国平均を下回っている。 
 
【数学Ａ】全国平均を下回っている。 
 
【数学Ｂ】全国平均を下回っている。 

 

 結果は全て全国平均を下
回ってはいますが、【国語Ａ】
【数学Ａ】【数学Ｂ】は全国
平均とほぼ同程度の結果で
した。ただし、【国語Ｂ】に
ついては全国平均をかなり
下回り、国語における「活用
に関する問題」に課題がある

ことが明らかになりました。学校での学習状況に関す
る調査結果においても、「話合い活動」や「書く活動」
の授業に課題があることが分かりました。 

 

２ 家庭生活習慣等に関する調査結果 
 
 読書の時間は、全国平均よりも大変高くなっていま
すが、その反面、家庭学習の時間（学校の授業時間以
外・塾等も含む）が、全国平均と比較して、本校生徒
はかなり短いということが明らかになりました。その
原因とも言えるのが、スマホ、ゲーム等に費やす時間
の多さです。「テレビ、ＤＶＤ，ゲーム、インターネ
ット、スマホ等に費やす時間が４時間以上の生徒」が、
全国平均を大きく上回っていました。 

 また、生活習慣に関する調査では、「将来の夢や目
標を持っていますか」という質問
で全国平均よりもかなり高い数
値になっていますが、「自分には、
よいところがあると思いますか」
という質問では、全国平均より少
し低い数値になっていました。 

 

 

 

 

 

３ 課題解決のための重点的な取組 
 

《教科に関する取組み》 
 

⑴ 授業規律の確立 

 「高生中学校授業規律スタンダード」にある５つの
約束事を確実に守れるように徹底していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

⑵ 各教科・学年が連携して行う取組みの充実 

 

 ○ 全教科、全学年で、授業改善に取り組む。特に、
「話し合い活動」「自分の考えを書く活動」を十
分に取り入れた授業を実施していく。 

○ 単元ごとの振り返り小テストを実施する。 

 ○ 新聞コラム等の視写活動を充実させる。 

 ○ 定期考査前の放課後教室の充実を図る。 

 ○ 国語・数学の全国学力テストの過去問題を実施
する。 

 ○ 自主学習ノートの活用を図る。 

  

⑶ 家庭生活習慣等に関する取組み 

 

 ○ 家庭学習時間を定める。 

 ○ 宿題テストを週１回実施する。 

 ○ 家庭学習チャレンジハンドブックの保護者へ
の啓発活動を行う。（ＰＴＡ理事会や保護者会等） 

 ○ 授業や学力の状況を学校通信、学年通信、学級
通信でお知らせし、家庭との連携を図る。 

 

 来年度の調査結果が全てに
おいて全国平均値を超えるこ
とを目標に以上の取組を高生
中学校の全職員で取り組んで
まいります。調査の詳細につ
いては、後日、本校ホームペ
ージにアップしますので、ご
参照ください。 

《高生中授業規律スタンダード》 

  １ チャイム席を守る 

  ２ 姿勢を正して挨拶をする 

  ３ 顔をあげて話を聞く 

  ４ 忘れ物をしない 

  ５ 私語をしない 
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全国学力・学習調査の結果をお知らせします。 


